
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 がん登録推進部会 

開 催 日 時 令和元年７月31日（水） 16：00～17：15 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院 新館1階 研修室 

出 席 者 【委員】 

滋賀県立総合病院       財間 正純  （部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  稲富 理 

滋賀医科大学医学部附属病院  中川 聖子 

大津赤十字病院        廣瀬 哲朗 

大津赤十字病院        森  明子 

公立甲賀病院         八木 勇紀 

公立甲賀病院         柏本 弘美 

彦根市立病院         志井 千明 

市立長浜病院         平良 薫〈代理〉今枝  広丞 

市立長浜病院         大橋 依子 

高島市民病院         大橋 信也 

市立大津市民病院       寺田 貴子 

草津総合病院         伊藤 良治 

草津総合病院         福山 歩美 

済生会滋賀県病院       福森 亮介 

近江八幡市立総合医療センター 土屋 邦之 

近江八幡市立総合医療センター 大西 真 

長浜赤十字病院        吉川 めぐみ 

東近江総合医療センター    太田 裕之 

東近江総合医療センター    太田 悦子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 辻  金之〈代理〉八木  政廣 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       柳  香里 

滋賀県立総合病院       米澤 寿裕 

（敬称略） 

欠 席 者 【委員】 

彦根市立病院         龍見 謙太郎 

高島市民病院         武田 佳久 

市立大津市民病院       戸田 省吾 

済生会滋賀県病院       片山 政伸 

長浜赤十字病院        丹後 泰久 

（敬称略） 

議 事 概 要 1. 部会長挨拶 

 

 

2. 新委員紹介 

   

 

 



 

【審議事項】 

3. 令和元年度事業計画（アクションプラン）について 

 

 アクションプランの目標は「がん登録実務のスキルアップおよびがん登録の標準化と

精度向上の推進」で、アクションプランは6年計画なので前年度と変更なし。 

年間スケジュールは部会2回、研修会4回を計画。 

統計がテーマとなっている研修会について、どのような統計を作成したいのか後日実務

者にアンケートを行なう。 

2018年全国集計提出前チェックおよび提出後の収集について。部会の開催が日程調整の

都合上少し遅い開催のため、すでに終了している。 

国立がん研究センター提出期間（拠点）7月8日～8月8日、（支援）8月9日～8月30日 

 

 

4. 今年度のPDCAサイクルについて 

 

今年度のテーマは前年度と同様で「がん登録情報の利活用」とする。プランはがん登録

情報の利活用事例数とし、それに向けて情報活用のための統計研修会の計画や、各病院

の統計結果の発表を実務研修会でしていただく予定である。  

 

 

【報告事項】 

5. 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん登録部会報告について 

 

4月24日（水）国立がん研究センターで開催された都道府県がん診療連携拠点病院連絡協

議会がん登録部会の内容を抜粋して報告した。 

・病院等におけるがん登録法第20条に基づき受領した情報の取扱いについては今後の検

討課題となっている。国立がん研究センターより適宜情報提供がある予定。 

・がん登録実務者認定について、更新試験はコンピューターで行なう。詳細について

は申込みについては各自確認していただく。 

試験内容は「院内がん登録支援」内にあるプール問題をそのまま出題するのではなく、

類似した問題を出題しているので必ず確認すること。更新試験で正解率が低かった問

題については今後プール問題として公表する予定である。 

・2019年症例からルール変更あり。「院内がん登録支援」を確認すること。 

・2017年全国集計と生存率について、「院内がん登録全国集計検索システム」と「がん情

報サービス」内で公表されている症例数が異なる事例あり。理由としては集計方法が

違うとのこと、対応しているがん腫が違うことが挙げられる。今後1本化を検討してい

るとのこと。 

・全国集計の今後の方針について、2012年3年生存集計から喉頭・胆嚢・腎臓・腎盂尿管

を追加予定である。 

・2011年症例まではUICC TNM分類第6版を採用し、2012年症例からはUICC TNM第7版を

採用している。2011年と2012年を合算すると病期の定義が異なる症例が混在するため、

来年の5年生存率報告書は2012年単年で集計することとする。 

 

 

6. 2017年症例の集計結果について 

 

 施設別集計・医療圏別集計・治療なしの資料あり。 

 施設別集計では登録数の推移は多少の増減はあるが、目立った変化はなし。 

   症例区分の内訳でほとんどの部位が初回治療を行なっている割合が80％超える結果と

なった。 



 

   →医療圏別は施設の医療圏のため、施設別集計を確認すればわかるので次回より中止と

する。 

   →治療なしについて、資料は継続すること。「治療なし」で40才以下の患者を各施設に

確認してもらう。次回部会で結果報告する。 

 

そ の 他 【次回開催予定】 

  日時 令和2年2月19日（水） 午後4時～ 

  場所 滋賀県立総合病院 新館1階 研修室 

  

以上のとおり報告します。                          令和元年8月14日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

がん登録推進部会 部会長 財間 正純 


